
１ 当初予算（要求）額（千円）

２ 当初予算（決定）額（千円）

３ 事業概要
医療の高度化・専門化への対応、在宅療養者に対する訪問看護の要請など多様化する社

会ニーズに対応できる資質の高い看護職員の養成確保が求められている。そのため、看護
職員の養成、資質の向上対策、離職の防止対策等の事業を実施する。

４ 施策の効果
① 修学資金を貸し付けることにより、県内の医療機関等に勤務する看護職員の確保がで

きる。
② 病院内保育所運営支援や、無料職業紹介事業を実施することにより、離職防止や再就

職が促進される。
③ 看護の心の普及、看護教育の高等教育化の推進により、少子化による看護職希望者の

減少の防止や資質の高い看護職員の養成が可能となる。

５ 要求の内容
① 保健師等奨学費（１０９，２１２千円）

県内の保健師、助産師、看護師、准看護師の養成所や全国の大学・大学院（看護学）
に在学する者に対する修学資金の貸付

貸付月額 15,000円～83,000円 貸与年数：修学年数
貸付件数 新規 109人 継続 212人 計 321人

② 看護教員養成講習会開催費（９，９６４千円）
看護教員の充実、向上を図るための研修。【受講定員 ４５名、期間 ８ヶ月】

③ 看護師等就労促進費（１８，８９１千円）
看護職員の就業を促進するため、未就業者に対する無料職業紹介事業、看護の心普

及事業、訪問看護支援事業等を実施する。

④ 看護職員確保対策特別事業費（精神病院の看護イメージアップ事業）（３，２１９千円）
看護学生に精神看護の魅力をアピールし、精神病院への就業を促進するため精神病

院の実習指導者と看護学校教員による看護実践研究等を通じ、病院の業務改善と教員
の資質向上を図る。

⑤ 病院内保育所運営費（６０，７８６千円）
看護職員の定着化を図るため、乳児等の保育所を設置する医療施設に対し、保育士

の人件費を補助する。

所 属 健康福祉環境部医療整備課

担当(係)名 看護係 内 線 ２５３５

（款）４衛生費 （項）１医務費 （目）（２）医務費

（明細書事業名)○看護師等指導教育費・保健衛生事業助成費
看護職員養成確保対策事業

４０５，８８１

３９７，０５３

（前年度４１３，３５１）

【財源内訳】 国 庫
147,191

その他
28,588

一般財源
221,274



⑥ 看護師等養成所費（２０３，８０９千円）
民間の看護師養成所、准看護師養成所の運営に対し補助する。【補助率 国１／２、県１／

２】

６ 決定内容
決定額 ３９７，０５３千円

① 保健師等奨学費 １０９，２１２千円

② 看護教員養成講習会開催費 ９，０００千円

③ 看護師等就労促進費 １８，８９１千円

④ 看護職員確保対策特別事業費 ３，２１９千円

⑤ 病院内保育所運営費 ５２，９２２千円
看護師の確保は市町村の責務でもあること、また、看護師の処遇の改善は病院設置

者の責務であることから、自治体施設に対する補助率を２／３から１／３とする。

⑥ 看護師等養成所費 ２０３，８０９千円


